
《研究課題名》 

肥大型心筋症の遅延造影定量法の包括的検証 

 

《研究対象者》 

2022 年 1 月より 2026 年 6 月までに滋賀医科大学医学部附属病院循環器内科において遅延造影心臓

MRI検査を受けた肥大型心筋症の方 

 

研究協力のお願い 

 当院では、上記の研究課題名の臨床研究を実施しております。この研究は、過去のカルテ情報

を用いて行う研究です。このような研究は、厚生労働省・文部科学省の「人を対象とする生命科学・

医学系研究に関する倫理指針」により、対象となる患者さんのお一人ずつから直接同意を得るので

はなく、研究の目的を含む研究の実施についての情報を公開し、さらに拒否の機会を保障すること

が必要とされています。この研究に関するお問い合わせ、また、ご自身の情報が利用されることに

ついてご了承いただけない場合は、以下の問い合わせ先にご連絡ください。その場合でも、あなた

に不利益が生じることはありません。 

 

（１）研究の概要について 

 

《研究期間》 滋賀医科大学学長許可日～2029年 3月 31日  

 

《研究責任者》 滋賀医科大学 循環器内科 岡本寛樹 

 

（２）研究の意義、目的について 

《意義》 

肥大型心筋症の心臓 MRI検査で用いられる遅延造影（LGE）の測定方法について、現在の装置環境に

最適な方法を明らかにすることは、より正確な診断と治療方針決定につながります。 

 

《目的》 

当院で撮影された心臓 MRI 画像を用いて、肥大型心筋症の遅延造影を評価するための最適な測定方

法を明らかにすることを目的としています。 

 

（３）研究の方法について 

《研究の内容》 

過去に当院で心臓 MRI 検査を受けた肥大型心筋症の患者さんの画像データおよび臨床情報を用いて、

遅延造影の複数の測定方法を比較検討し、最適な評価法を明らかにします。あわせて、心臓の動き

の解析（ストレイン解析）や T1マッピングなど他の画像指標との関連も検討します。 

《利用し、又は提供する情報の項目》 

年齢、性別、身長、体重、心エコー検査結果、心臓 MRI 画像データ（遅延造影画像、シネ画像、

T1マッピング画像を含む）、心機能データ、診断名、投薬情報 

 

《情報の管理について責任を有する者》 



オプトアウト 

©2016 Shiga University of Medical Science Research Ethics Committee. Ver.4.4 2023.7.1 

国立大学法人 滋賀医科大学 学長  

 

 

（４）個人情報等の取扱いについて 

 この研究で得られた情報は、研究用 IDを付与し、お名前、生年月日、カルテ番号などの個人を

特定できる情報を削除して匿名化した上で管理します。また、研究用 IDと個人情報の対応表は、研

究責任者が鍵のかかる場所またはパスワードで保護した電子ファイルで厳重に管理します。 

 

（５）研究成果の公表について 

 研究成果は学会や論文等で発表する予定ですが、その際にも個人が特定される情報は一切使用

しません。 

 

（６）研究計画書等の入手又は閲覧 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報等の保護や、研究の独創性の確保に支障がない範

囲で、この研究の研究計画書および関連資料を閲覧することができます。 

 

（７）利用又は提供の停止 

 ご自身の情報が本研究に利用されることを望まない場合は、下記の問い合わせ先にご連絡くだ

さい。利用の停止についてお申し出いただいた場合でも、あなたに何ら不利益は生じません。ただ

し、ご連絡をいただいた時点で既に研究結果が論文等で公表されている場合には、情報を完全に廃

棄できない場合があります。 

 

 

（８）本研究に関する問い合わせ先 

 担当者：滋賀医科大学 循環器内科     岡本寛樹 

 住所：520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 

 電話番号： 077-548-2213 

  メールアドレス： hiroki54@belle.shiga-med.ac.jp 

 

 


